
工業基礎実習

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 １年・環境化学 工業化学実習１（実教出版） 環境化学コース教員
工業基礎（実教出版）

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
、 、 、 、や役割を理解させるとともに 環境に配慮しつつ 工業技術の諸問題を主体的 合理的に解決し

社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。
化学工業実習に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 化学工業実習に関す 化学工業実習に関す 化学工業実習の各分 化学工業実習の各分
準 る諸問題について関心 る諸問題の解決を目指 野に関する基礎的・基 野に関する基礎的・基
を持ち、その改善・向 して自ら思考を深め、 本的な技術を見に付 本的な知識を見に付
上を目指して意欲的に 基礎的・基本的な知識 け、環境に配慮し、実 け、現代社会における
取り組むとともに、創 と技術を活用して適切 際の仕事を合理的に計 工業の意義や役割を理
造的、実践的な態度を に判断し、創意工夫す 画し、適切に処理する 解している。
身に付けている。 る能力を身に付けてい とともに、その成果を

る。 的確に表現する。

評 出席状況 レポート 学習態度 レポート
価 学習態度 実習記録ノート レポート 実習記録ノート
方 実習記録ノート 成果物の発表
法 自己評価表

、 。到達目標に向けての具体的な ○課題解決的な実習課題を取り入れ 自ら考える機会を多くする
取組 ○理解しにくい実習内容については、座学（工業化学）と関連づ

けるなどの工夫を して学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○目標に達しない生徒には、放課後の時間等において、座学も交
導上の留意点】 えながら補習 を実施し、学力の定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

基礎化学実習 ○器具の説明（器 関心・意欲 ○化学工業実験に関する諸問題につい
具の名称、取り扱 ・態度 て関心を持ち、その実習における向上 ◎
い方法を理解す を目指して、意欲的に取り組もうとし

４ る ） ている。。
・ ○実習の準備（薬
５ 品・天秤・バーナ 思考・判断 ○化学工業実験に関する諸問題の解決

ーの取り扱い方法 を目指して自ら思考を深め、基礎的・
を理解する。 基本的な知識と技術を活用して適切に ◎
○物質の精製（融 判断し、創意工夫する能力を身に付け
点を測定しその物 ている。
質を理解する ）。

技能・表現 ○化学工業実験の実習の各分野に関す
る基礎的・基本的な技術を見に付け、 ○
適切に処理するとともに、その成果を
的確に表現している。

知識・理解 ○化学工業実験の各分野に関する基礎
的・基本的な知識を見に付け実験する ○
意義や役割を理解している。

無機合成化学 ○石鹸の製造（油 関心・意欲 ○化学基礎実習の器械・器具等につい
実習 脂から石鹸を製造 ・態度 て基礎的な知識や取扱い方を身に付け

し合成洗剤との違 ようとしている。 ○
６ い・原料・性質・ ○聞き取り扱いの手順や方法を身に付



・ 用途について理解 けようとしている。
７ する。また、けん ○各計算過程・計算結果について基本
・ 化反応・塩析につ 的事項を理解し、計算方法を身に付け
８ いて理解する。 ようとしている。
・ ○硫酸銅の製造 銅（
９ 片から硫酸銅を製 思考・判断 ○化学基礎実習の技術や結果の分析に
・ 造し、製造過程の ついて思考を深め、基礎的・基本的な

化学反応を理解し 知識と技術を活用して適切に判断し、 ◎10
基本操作を学ぶ。 創意工夫する能力を身に付けている。
○結晶硫酸銅中の ○結晶硫酸銅の水分の定量において、
水分の定量（結晶 結果が許容誤差内におさまるように効
硫酸銅を資料とし 率的かつ正確な計量ができるよう工夫
結晶水の定量操作 している。
を理解するととも
に得られた実験値 技能・表現 ○化学基礎実習に関する器具の取り扱
について考察する い等基礎的・基本的な技術を身に付け。

ている。
○器具の取り扱い・諸計算を適切に行 ◎
い、且つ、計測の結果・成果を的確に
捉え表現している。

知識・理解 ○化学基礎実習の器具の操作方法や仕
組み等の基礎的・基本的な知識を身に
付け理解している。 ○
○諸計算に関する内容について基礎的
・基本的な知識を身に付け計量の意義
や役割を理解している。

化学分析実習 ○陽イオンの定性 関心・意欲 ○化学分析実験に関する諸問題につい
分析（資料物質の ・態度 て関心を持ち、その実習における向上 ◎
成分を分属試薬を を目指して、意欲的に取り組もうとし
用いて分属する方 ている。11

・ 法を理解するとと
もにその理由も理 思考・判断 ○化学分析実験に関する諸問題の解決12

・ 解する 、 を目指して自ら思考を深め、基礎的・。）
１ ○中和滴定（容量 基本的な知識と技術を活用して適切に ◎
・ 分析用器具の使い 判断し、創意工夫する能力を身に付け
２ 方と中和的定の原 ている。
・ 理を理解するとと
３ もに 炭酸 技能・表現 ○化学分析実験の実習の各分野に関す0,05mol

ナトリウム標準溶 る基礎的・基本的な技術を見に付け、 ○
液の調整方法を理 適切に処理するとともに、その成果を
解する。また、 的確に表現している。

塩酸溶液の0,1mol
濃度を標定する方 知識・理解 ○化学分析実験の各分野に関する基礎
法も理解する ） 的・基本的な知識を見に付け実験する ○。
○酸化還元滴定 シ 意義や役割を理解している。（
ュウ酸ナトリウム

、標準溶液を用いて
過マンガン酸カリ
ウム溶液の濃度標
定方法を理解する
とともに酸化還元
反応における量的
関係を理解する ）。



課題研究（合成染料の製造・草木染め）

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ３年・環境化学コース 環境化学コース教員

教科・科目の目標

年間で学んだ工業化学実習に関する知識を生かし、自ら研究課題を選択するとともに環境に2
配慮しつつ、作品を仕上げる創造的な能力と実践的な態度を育てる。
また、その中で自主性を養い、選択した課題に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する
能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 課題研究に関心を持 選択した課題に関心 選択した課題に関す 選択した課題に関す
準 ち、率先的に研究する を持ち、自ら思考を深 る基礎的・基本的な技 る基礎的・基本的な知
課題を選択し、意欲的 め、基礎的・基本的な 術を見に付け、環境に 識を見に付けていると
に取り組むとともに、 知識と技術を活用して 配慮し、研究内容を合 ともに、化学を学ぶ中
創造的、実践的な態度 適切に判断し、創意工 理的に計画し、適切に で自然の大切さを理解
を身に付けている。 夫する能力を身に付け 処理するとともに、そ している。

ている。 の成果を的確に表現す
る。

評 ・出席状況 ・レポート ・学習態度 ・レポート
価 ・学習態度 ・実習記録ノート ・レポート ・実習記録ノート
方 ・レポート ・パワーポイントによ ・成果(作品)の発表 ・パワーポイントによ
法 ・実習記録ノート る発表（態度､内容） ・パワーポイントによ る発表（態度､内容）
・自己評価表 る発表（態度､内容）
・パワーポイントによ
る発表（態度､内容）

到達目標に向けての具体的な ○ 年間で学んだ化学工業実習を生かせるような課題の選択を促2
取組 すとともに、自ら考える機会を多くする。

○理解しにくい研究内容については、色々な文献､インターネット
【評価規準を念頭に置いた指 等を使い創意・工夫をして学ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○自主的に目標を持たせ達成感を持たせる。

○目標に達しない場合は、放課後の時間等を利用し目標まで持っ
ていく。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

研究課題の決 ○２年間で学んだ 関心・意欲 ○２年間の学習内容を充分理解し、研
定と準備 研究課題を選択し ・態度 究課題を選択している。また、選択し ◎

ている。 た研究内容に関心を持ち、その実習に
４ ○選択した研究内 おける向上を目指して、意欲的に取り

容の準備（文献､イ 組もうとしている。
ンターネットを利
用等）が的確にで 思考・判断 ○選択した研究課題に関する諸問題の
きる。 解決を目指して自ら思考を深め、基礎
○使用する薬品等 的・基本的な知識と技術を活用して適 ◎
を的確に把握する 切に判断し、創意工夫する能力を身に。

付けている。

技能・表現 ○選択した研究課題の各分野に関する
基礎的・基本的な技術を身に付け、適 ○
切に準備をしている。また、選択した
研究課題を的確に行なう方法を言葉で
も表現できる。

知識・理解 ○選択した研究課題の各分野に関する
基礎的・基本的な知識を身に付け、選 ○
択した研究課題を充分理解している。



合成染料オレ ○合成染料オレン 関心・意欲 ○化学実験の薬品・器具等について基
ンジⅡ・マラ ジⅡの製造過程を ・態度 礎的な知識や取扱い方を身に付けてい
カイトグリー 理解するとともに る。 ○

５ ンの製造 使用する実験器具･ ○化学実験の手順や方法を身に付けて
化学薬品等も充分 いる。
理解する。

思考・判断 ○化学実験について思考を深め、基礎
○合成染料マラカ 的・基本的な知識と技術を活用して適
造過程を理解する 切に判断し、創意工夫する能力を身に ◎
とともに使用する 付けている。
実験器具･化学薬品 ○化学実験において、化学薬品の特性
等も充分理解する ・危険性を的確に判断できる。。

技能・表現 ○化学実習に関する実験器具取扱方法
等基礎的・基本的な技術を身に付けて
いる。
○実験器具・薬品の取り扱いを適切に ◎
行い、且つ、反応過程を的確に捉えて
いる。

知識・理解 ○化学実験の操作方法や反応過程等の
基礎的・基本的な知識を身に付け、理 ○
解している。

製造した合成 ○製造した合成染 関心・意欲 ○合成染料の染色について基礎的な知
染料での染色 料オレンジⅡでの ・態度 識を身に付けようとしている。

染色方法を理解す ○合成染料の染色方法を身に付けよう ◎
６ る。 としている。

マラカイトグリー
ンでの染色方法を 思考・判断 ○合成染料の染色について思考を深
理解する。 め、基礎的・基本的な知識と技術を活

用して適切に判断し、創意工夫する能
力を身に付けている。 ○
○染色された結果を生かし更に創意工
夫している。

技能・表現 ○合成染料の染色方法等基礎的・基本
的な技術を身に付けている。
○実験器具・薬品の取り扱いを適切に
行い、且つ、反応過程を的確に捉えて ◎
いる。

知識・理解 ○合成染料の染色方法や基礎的・基本
的な知識を身に付け、実際に染色する
知識と技術を理解している。
○合成染料の染色方法に関する内容に ○
ついて基礎的・基本的な知識を身に付
け、合成染料を製造しかつその染料で
染色する意義を理解している。

草木染め ○化学合成した染 関心・意欲 ○化学合成した染料と草木染めとの違
料と自然の草木を ・態度 いに関心を持ち意欲的に取り組んでい ○
用いた草木染めと る。

６ の違いを色々な観
・ 点から捕らえ理解 思考・判断 ○化学合成した染料と草木染めとの違
７ する。 いに関心を持ち自ら思考を深め、基礎
・ 的・基本的な知識と技術を活用して適 ◎
８ 切に判断し、創意工夫する能力を身に

付けている。

技能・表現 ○化学合成した染料と草木染めとの違
いに関心を持ち基礎的・基本的な技術 ○

、 、を見に付け 適切に処理するとともに
その成果を的確に表現している。

知識・理解 ○化学合成した染料と草木染めとの違
いに関心を持ち基礎的・基本的な知識 ◎
を見に付け環境についても理解してい
る。



和紙作り ○環境を考え牛乳 関心・意欲 ○和紙作りについて基礎的な知識を身
パックをリサイク ・態度 に付けようとしている。
ルし和紙を作る ○和紙作りの作業手順や方法を身に付 ◎

けようとしている。
９
・ 思考・判断 ○和紙作りについて思考を深め、基礎

的・基本的な知識と創意工夫する能力 ○10
を身に付けている。

技能・表現 ○和紙作りについて作りかた等基礎的
・基本的な技術を身に付けている。 ◎
○仕上がりを的確に捉え表現してい
る。

知識・理解 ○環境を考え牛乳パックをリサイクル
することの大切さを理解しているとと ○
もに、環境についての知識を持ってい
る。

合成した染料 ○合成した染料・ 関心・意欲 ○ 合成した染料・草木染め・牛乳パ
・草木染め・ 牛乳パック和紙で ・態度 ック和紙に関心を持ち、作品作りに積 ○
牛乳パック和 ランプシェードを 極的に取り組んでいる。
紙による作品 作成11
作り ○草木染め・牛乳 思考・判断 ○合成した染料・草木染め・牛乳パッ

パック和紙で暖簾 ク和紙を利用し、創意工夫し的確な作 ◎
・ランプシェード 品に仕上げている。

技能・表現 ○成した染料・草木染め・牛乳パック
和紙を利用し、自らの技術を生かし的 ◎
確な作品に表現している。

知識・理解 ○成した染料・草木染め・牛乳パック ◎
和紙の本質を理解している。

プレゼンテー ○パワーポイント 関心・意欲 ○ パワーポイントに関心を持ち発表
ションの作成 を利用しプレゼン ・態度 に向けて意欲的に取り組んでいる。 ○

。と発表 テーションの作成
○パワーポイント12

・ を利用しての発表 思考・判断 ○研究課題どのように発表するか思考。
１ 錯誤している。

○パワーポイントの機能を思考し活用
している。 ◎

技能・表現 ○ 発表内容を思考錯誤したうえで的
確に表現している。
○パワーポイントの操作を的確に行い ◎
表現している。

知識・理解 ○ 発表内容を思考錯誤し 年間で学3
んだ知識を充分活用している。
○パワーポイントの機能・操作方法を ◎
理解し的確に作成している。



工業化学実習

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ２年・環境化学コース 工業化学実習１ 実教出版 環境化学コース職員（ ）

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
、 、 、 、や役割を理解させるとともに 環境に配慮しつつ 工業技術の諸問題を主体的 合理的に解決し

社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。
化学工業実習に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 化学工業実習に関す 化学工業実習に関す 化学工業実習の各分 化学工業実習の各分
準 る諸問題について関心 る諸問題の解決を目指 野に関する基礎的・基 野に関する基礎的・基
を持ち、その改善・向 して自ら思考を深め、 本的な技術を見に付 本的な知識を見に付
上を目指して意欲的に 基礎的・基本的な知識 け、環境に配慮し、実 け、現代社会における
取り組むとともに、創 と技術を活用して適切 際の仕事を合理的に計 工業の意義や役割を理
造的、実践的な態度を に判断し、創意工夫す 画し、適切に処理する 解している。
身に付けている。 る能力を身に付けてい とともに、その成果を

る。 的確に表現する。

評 出席状況 レポート 学習態度 レポート
価 学習態度 実習記録ノート レポート 実習記録ノート
方 レポート 成果の発表
法 実習記録ノート
自己評価表

、 。到達目標に向けての具体的な ○課題解決的な実習課題を取り入れ 自ら考える機会を多くする
取組 ○理解しにくい実習内容については、座学（工業化学Ⅰ）と関連

づけるなどの工夫を して学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○目標に達しない生徒には、放課後の時間等において、座学も交
導上の留意点】 えながら補習 を実施し、学力の定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

パソコン ○ワード 関心・意欲 ○パソコンに関する諸問題について関
（文章の入力・保 ・態度 心を持ち、その実習における向上を目 ◎
存と読み込み・印 指して、意欲的に取り組もうとしてい

４ 刷・複写・移動・ る。
・ 削除を理解する。
５ また、編集機能の 思考・判断 ○パソコンに関する諸問題の解決を目
・ 活用、表における 指して自ら思考を深め、基礎的・基本
６ 行・列の挿入、イ 的な知識と技術を活用して適切に判断 ◎
・ ラストの貼り付け し、創意工夫する能力を身に付けてい
７ 方法を理解する） る。

○エクセル 技能・表現 ○パソコンの各分野に関する基礎的・
（起動と終了・デ 基本的な技術を見に付け、適切に処理 ○
ーター入力・ワー するとともに、その成果を的確に表現
クシートの編集・ している。
ワークーシートの
書式設定・グラフ 知識・理解 ○パソコンの各分野に関する基礎的・
関数の活用方法を 基本的な知識を見に付けている。 ○
理解する ）。
○パワーポイント
・インターネット
検索
（プレゼンテーシ
ョンの作成、オブ
ジェクトノの挿入､
アニメーション効



果の設定、スライ
ドショウの実行、
インターネット検
索方法を理解す
る ）。

有機合成実習 ○ニトロベンゼン 関心・意欲 ○有機化学実験に関する諸問題につい
の製造（ベンゼン ・態度 て関心を持ち、その実習における向上 ◎
よりニトロベンゼ を目指して、意欲的に取り組もうとし

８ ンを合成する中で ている。、
・ 分液ロートの取り
９ 扱い、分留方法を 思考・判断 ○有機化学実験に関する諸問題の解決
・ 学ぶとともにニト を目指して自ら思考を深め、基礎的・

ロ化反応を理解す 基本的な知識と技術を活用して適切に ◎10
・ る。 判断し、創意工夫する能力を身に付け

○アニリンの製造 ている。11
（合成したニトロ
ベンゼンを還元し 技能・表現 ○有機化学実験の各分野に関する基礎
アニリンを合成す 的・基本的な技術を見に付け、適切に ○
る中で水蒸気蒸留 処理するとともに、その成果を的確に、
抽出の基本操作を 表現している。
学ぶとともに還元
反応を理解する。 知識・理解 ○有機化学実験の各分野に関する基礎
○アセトアニリド 的・基本的な知識を見に付けている。 ○
の製造と融点測定
（合成したアニリ
ンからアセトアニ
リドを合成する中
でアセチル化反応

。 、を理解する また
、 、吸引ろ過 再結晶

脱色の基本操作を
学ぶとともに融点
は、物質固有の値
であることを理解
する。
○スルファニル酸
の製造（合成した
アニリンからスル
ファニル酸を合成
するとともにスル
ホン化反応を理解
する。

基礎化学実験 ○炭酸カルシウム 関心・意欲 ○化学実験に関する諸問題について関
と塩酸の反応を用 ・態度 心を持ち、その実習における向上を目 ◎
いて、化学反応の 指して、意欲的に取り組もうとしてい
量的関係を理解す る。
る。12

・ ○液体を蒸発させ 思考・判断 ○化学実験に関する諸問題の解決を目
１ る方法を用いて、 指して自ら思考を深め、基礎的・基本
・ シクロヘキサンの 的な知識と技術を活用して適切に判断 ◎
２ 分子量を求め、方 し、創意工夫する能力を身に付けてい
・ 法を理解する。 る。
３ ○水酸化鉄（Ⅲ）

コロイドをつくり 技能・表現 ○化学実験の各分野に関する基礎的・、
コロイド溶液の性 基本的な技術を見に付け、適切に処理 ○
質を調べ、理解す するとともに、その成果を的確に表現
る。 している。
○ヘスの法則を用
い、水酸化ナトリ 知識・理解 ○化学実験の各分野に関する基礎的・
ウム（固）と塩酸 基本的な知識を見に付けている。 ○
（ａｑ）について
２通りの経路の反
応から理解する。
○同じ濃度の酸で
も、酸性の強さが
異なる。このこと



を塩酸と酢酸を使
って理解する。
○２種の金属間に
電流を流すことに
より、流れた方向
によってイオン化

、傾向の大小を調べ
理解する。
○ヨードホルム反
応を観察し、理解
する。
○飽和炭化水素と
不飽和炭化水素に
はどのような違い
があるか実験によ
り理解する。



化学工業実習

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ３年・環境化学 機器分析（実教出版） 環境化学コース教員

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
、 、 、 、や役割を理解させるとともに 環境に配慮しつつ 工業技術の諸問題を主体的 合理的に解決し

社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。
化学工業実習に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 化学工業実習に関す 化学工業実習に関す 化学工業実習の各分 化学工業実習の各分
準 る諸問題について関心 る諸問題の解決を目指 野に関する基礎的・基 野に関する基礎的・基
を持ち、その改善・向 して自ら思考を深め、 本的な技術を見に付 本的な知識を見に付
上を目指して意欲的に 基礎的・基本的な知識 け、環境に配慮し、実 け、現代社会における
取り組むとともに、創 と技術を活用して適切 際の仕事を合理的に計 工業の意義や役割を理
造的、実践的な態度を に判断し、創意工夫す 画し、適切に処理する 解している。
身に付けている。 る能力を身に付けてい とともに、その成果を

る。 的確に表現する。

評 出席状況 レポート 学習態度 レポート
価 学習態度 実習記録ノート レポート 実習記録ノート
方 実習記録ノート 成果物の発表
法 自己評価表

、 。到達目標に向けての具体的な ○課題解決的な実習課題を取り入れ 自ら考える機会を多くする
取組 ○理解しにくい実習内容については、座学（工業化学）と関連づ

けるなどの工夫を して学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○目標に達しない生徒には、放課後の時間等において、座学も交
導上の留意点】 えながら補習 を実施し、学力の定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

環境・野外実 ○水を使用する場 関心・意欲 ○化学工業実験に関する諸問題につい
習 合には、まずその ・態度 て関心を持ち、その実習における向上 ◎

水の性質を知る必 を目指して、意欲的に取り組もうとし
４ 要がある。その水 ている。
・ 質が使用目的に対
５ して最適のものか 思考・判断 ○化学工業実験に関する諸問題の解決、
・ 不適なのかなどを を目指して自ら思考を深め、基礎的・
６ 知らないまま用い 基本的な知識と技術を活用して適切に ◎
・ ると、製品の質が 判断し、創意工夫する能力を身に付け
７ 低下したり、有害 ている。
・ 物質が人の体内に
８ はいり、健康を損 技能・表現 ○化学工業実験の実習の各分野に関す

ねたりする恐れが る基礎的・基本的な技術を見に付け、 ○
出てくる。その意 適切に処理するとともに、その成果を
味で、水質の試験 的確に表現している。
は大切であり、ま
た、正確な試験結 知識・理解 ○化学工業実験の各分野に関する基礎
果が要求される。 的・基本的な知識を見に付け理解して ○
日本工業規格 いる。JIS（ ）

に従って、水が工
業用水として用い
られる条件を満た
しているかなどを
判断する項目のう
ち、下の項目を行



う。
①水の硬度（河川
水・ミネラル水）
の測定
②ｐ 測定H
③ の測定COD
④ の測定BOD
⑤懸濁（浮遊）物
質量： の測定SS
⑥透視度
○工業用水の基本
的な試験方法やそ

。の原理を理解する
○水質の試験を実
習し、結果をまと
めて、試料水の水
質の様子を考察す
る。

機器分析実習 ○吸光分析（過マ 関心・意欲 ○機器分析実習の器械・器具等につい
ンガン酸カリウム ・態度 て基礎的な知識や取扱い方を身に付け
溶液の各波長のお ようとしている。 ○

９ ける吸光度・透過 ○聞き取り扱いの手順や方法を身に付
・ 度を求める・波長 けようとしている。

と吸光度または透 ○各計算過程・計算結果について基本10
・ 過率の関係曲線を 的事項を理解し、計算方法を身に付け

描く。測定物質の ようとしている。11
・ 最適波長における

各濃度と吸高度・ 思考・判断 ○実際機器分析実習の技術や結果の分12
・ 透過率の関係から 析について思考を深め、基礎的・基本
１ 検量線を描きこの 的な知識と技術を活用して適切に判断 ◎

検量線から未知濃 し、創意工夫する能力を身に付けてい
度資料のマンガン る。
イオン濃度を求め ○実際機器分析実習において、結果が
る。 許容誤差内におさまるように効率的か
○原子吸光分析 カ つ正確な計測ができるよう工夫してい（
ルシウムおよびマ る。
グネシウム標準溶
液を用いて、検量 技能・表現 ○機器分析実習に関する機器の操作方
線法により、水道 法等基礎的・基本的な技術を身に付
水中のカルシウム け、全体的にバランスのとれた精度の
およびマグネシウ 高い計測を合理的に行う方法を身に付 ◎
ムの濃度(ｐｐｍ） けている。
を求める。 ○機器の取り扱い・諸計算を適切に行
○電位差滴定（水 い、且つ、計測の結果・成果を的確に
酸化ナトリウム資 捉え表現している。
料溶液と塩酸標準
溶液の中和滴定を 知識・理解 ○機器分析実習の機器の操作方法や仕
行い、滴下するご 組み等の基礎的・基本的な知識を身に
とにガラス電極 付け、実際の計測に関する知識と技術 ○pH
計により を測 を理解している。pH
定し、この滴定曲 ○諸計算に関する内容について基礎的
線から当量点を判 ・基本的な知識を身に付け計測の意義
定し、水酸化ナト や役割を理解している。
リウム資料溶液の
濃度を求める。



情報技術基礎

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 １年Ｋコース 情報技術基礎（実教出版） 環境化学コース教員

教科・科目の目標

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報技術に関する基礎
的な知識と技術を習得させ、情報及び情報手段を活用する能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 コンピューターに関 情報技術に関する基 情報技術の各分野に 情報技術の各分野に
準 する様々な事項に関心 礎的な事項について自 ついて、基本的な技術 おける基礎的・基本的
・興味を持ち、理解を ら思考することがで が身につき、ソフト・ な知識や技術を習得
深めるよう意欲的に取 き、問題を解決する能 ハードの両面で適正な し、現代社会における
り組む態度が身につい 力が身についている。 操作ができる。 情報の意義や役割を理
ている。 解している。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 学習状況 授業中の発問に対する
価 応答 応答 ノート・提出課題 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 定期的なプリント 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する取り組み 小テスト する取り組み
ノート・提出課題 ノート 定期試験 ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、できるだけ具体例をあげ学ぶ意欲を持た
【評価規準を念頭に置いた指 せる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

現代社会とコ ○コンピューターの 関心・意欲 ○産業社会と情報技術に関する基礎的
ンピューター 歴史と特徴、コンピ ・態度 な事項に興味や関心を示し、意欲的態 ◎

ューターの利用形 度で学習に参加している。
４ 態、情報技術の進展

が産業社会に及ぼす 思考・判断 ○情報技術の進展が産業社会に及ぼす
影響について、その 影響について適切に思考することがで ○
光と影の部分を取り き、情報の取扱いについて適切な判断
上げ、工業技術者と ができる。
して望ましい情報活
用の態度を育成す 技能・表現 ○ 情報化の進展と産業社会及び情報
る。 のモラルと管理について基礎的な知識 ◎
○ネットワークとコ ・技術を習得し、適切に運用できる。
ミュニケーション、
データの取扱いモラ 知識・理解 ○情報技術に関する基礎的な知識と技
ルについて理解させ 術を理解している。 ○
る、



コンピュータ ○コンピュータの基 関心・意欲 ○コンピュータの取り扱い方に興味や
の基本操作 本的な操作（起動・ ・態度 関心を示し、積極的に学習活動に参加 ◎

５ 終了・キーボードと している。
・ マウスの取扱い・記
６ ソフトウェア 憶装置の使用法な 思考・判断 ○コンピュータの基本操作について、

ど）を習得する。 適切に思考でき、あらゆる場面におい ○
て正しい判断ができる。

○ソフトウェアの基
礎について学び、種 技能・表現 ○コンピュータの取り扱いやアプリケ
々のアプリケーショ ーションソフトの基本的な操作ができ ◎
ンソフトの使用法を る。
学ぶ。

知識・理解 ○コンピュータやアプリケーションソ
フトの基礎的知識を習得し、その扱い ○
方法について理解している。

７ Ｂａｓｉｃに ○流れ図やプログラ 関心・意欲 ○プログラムの作製に興味や関心を示 ◎
～ よるプログラ ミングの基礎につい ・態度 し、意欲的に授業に参加している。
９ ミング て理解させる。
（基 礎） ○基礎的なプログラ 思考・判断 ○効率的なプログラムが思考でき、ど

ムの作成ができる。 のような処理をすればよいか適切に判 ○
入力・出力・関数 断できる。（ ）
○データの扱いと読
み込みについて理解 技能・表現 ○流れ図が作製でき、流れ図を見なが
させる。 ら基礎的なプログラムの作成ができ ○
○様々な処理（分岐 る。
・繰り返し）につい
て理解させる。 知識・理解 ○プログラムの作成に関する基礎なコ

マンド・関数・処理法を理解してい ◎
る。

Ｂａｓｉｃに ○サブルーチンにつ 関心・意欲 ○様々なプログラミング処理について10
～ よるプログラ いて理解させる。 ・態度 興味や関心を示し、学習活動に積極的 ◎
ミング に参加している。12
（応 用） ○配列処理・ファイ

ル処理・簡単なグラ 思考・判断 ○高度な処理方法についてプログラミ
ハードウェア フィック処理ができ ングの中でどのように使うか適切に思 ○

る。 考判断ができる。

○２進数や論理回路 技能・表現 ○配列処理、ファイル処理。グラフィ
について理解させ ック処理ができる。２進数・１０進数 ◎
る。 ・１６進数の変換ができ、論理回路に

基づく真理値表が作成できる。
○コンピュータの構
成や処理装置、周辺 知識・理解 ○様々な処理法、２進数・１０進数・
装置について理解さ １６進数、論理回路について基礎的知 ○
せる。 識を理解している。

１ データ通信・ ○データ通信とネッ 関心・意欲 ○マルチメディアの活用法やコンピュ
～ マルチメディ トワークの基礎、マ ・態度 ータを利用した通信、制御に興味や関 ◎
３ ア・コンピュ ルチメディアの活用 心を示し、意欲的に学習に参加してい
ータ制御 方法、コンピュータ る。

を利用した制御技術
コンピュータ の理解と習得を目指 思考・判断 ○日常生活の中でマルチメディアやコ
の歴史と活用 す。 ンピュータ制御がどのように活用され

ているか、また情報の管理方法につい ○
情報の管理 ○コンピュータの変 て 思考することができる。

遷について理解さ
せ、情報の収集・発 技能・表現 ○パソコンを利用して文字、音声、静
信・自己責任・プラ 止画、動画などの活用ができる。イン ◎
イバシーの保護につ ターネットの利用ができる。
いて理解させる。

知識・理解 ○マルチメディアの活用、コンピュー
タ制御、情報の管理に関する基礎的な ○
知識を理解している。



工業化学１（１年～２年）

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

７単位 １・２年 工業化学１（実教出版） 環境化学コース教員
環境化学科

教科・科目の目標

工業化学に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業化学の役割を
、 、 、 、理解させるとともに 環境保全にに配慮しつつ 工業化学技術の諸問題を主体的 合理的に解決し

社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。
工業化学に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 工業化学の社会的貢 工業化学産業と地 新素材、電子情報機 これからの工業化学は、環
準献度と環境保全に関心 球環境との関連につ 器、バイオテクノロ 境問題に配慮し、経済性を

、を持ち、化学分析的な いて明確に判断でき ジー、ナノテクノロ 考えた製造過程だけでなく
方法を習得して意欲的 る能力を身に付けて ジーなどの先端技術 資源やエネルギーの有効利、
に取り組んでいる。 身近な製品や物質が と融合した知識・技 用によって地球環境や他の

どのように利用され 術を生かした技能を 生物に負担の少ないものに
。るかなどを明確に把 修得する。 することを知って理解する

握できる。

評授業中の発問に対する 授業中の発問に対す 学習状況 授業中の発問に対する応答
価応答 る応答 ノート・提出課題 授業中の演習問題に対する
方出席状況 授業中の演習問題に 定期的なプリント 解析の仕方
法学習態度 対する解析の仕方 小テスト ノート・提出課題
ノート・提出課題 ノート 定期試験 定期的なプリント
定期的なプリント 定期的なプリント 小テスト
小テスト 小テスト 定期試験
自己評価表 定期試験

到達目標に向けての具体的 ○これから学なぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
な取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。
【評価規準を念頭に置いた ○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学ぶ
指導上の留意点】 習慣を身に付けさせる。

○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等も
評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な定
着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４１人間生活と ○化学とは何かを 関心・意 ○化学工業について学ぶ意欲と基本 ○
化学 理解する。 欲・態度 的態度を養う。

○化学変化・反応
が判別ができるよ 思考・判断 ○化学工業と環境問題について考え ◎
うにする。 て、判断する。
○これからの化学
工業に求められる 技能・表現 ○これからの化学工業について述べ ○
環境問題につて考 ることができる。
える。

知識・理解 ○化学工業を学ぶ価値について理解 ○
している。

５２物質と化学 ○化学を学習する 関心・意欲 ○化学の習得に向けて意欲的に取り
～ 基礎として重要な ・態度 組むとともに、創造的、実践的な態 ○
６ 物質とそれを構成 度を身に付ける。

する基本的な粒子
・ である原子・分子 思考・判断 ○化学の基本的な概念等を理解し、 ◎

・イオンなどの概 物質の変化を化学的に判断できる。
念と、それらを表



すための元素記号 技能・表現 ○物質を元素記号を用いて表すこと
および化学式等を ができ、その変化を化学式を用いて ◎
理解する。 表すことがる。
○物体と物質、純
物質と混合物につ
いて理解する 知識・理解 ○元素・原子・分子・イオンなどを
○元素・原子・分 知り、元素の性質と周期表を理解し
子・イオンなどを ている。 ○
理解する。 ○地球上にある物質（資源）と環境
○原子構造と電子 との調和のとれた利用のし方を考え
配置を理解する。 る。
○物質を表す式を
理解する。
○物質と自然につ
いて理解する。

６３物質の変化 ○状態変化（三態 関心・意欲 ○化学的変化を化学反応式を用いて
～と量 変化）について物 ・態度 量的関係を計算できるよう、その習 ○

。７ 理的変化と化学的 得に向けて意欲的に取り組んでいる
変化の違いを理解
する。 思考・判断 ○物質の化学的変化を適切に判断・
○化学的変化を化 理解し、量的関係を計算できる能力 ◎
学反応式を用いて を身に付ける。
量的関係を計算で
きるようにする。 技能・表現 ○物質の量と化学式の関係について
○物質の量と化学 アボガドロ定数と物質量（モル）を ○
式の関係について 的確に計算することができる。
理解し、アボガド
ロ定数と物質量 モ 知識・理解 ○化学反応式と質量および気体の体（
ル）の概念を理解 積との関係について、その計算方法 ◎
させる。 等について十分理解している。
○化学反応式と質
量および気体の体
積との関係を理解
させる。

８４ 空気と体 空気の組成と空 関心・意欲 ○気体の性質と関連する法則を習得 ◎
～積の性質 に関係ある気体 ・態度 し、意欲的に取り組む実践的な態度
１ （酸素・窒素・希 を身に付ける。
０ ス）の性質を理

する。
○いろいろな気体
（オゾン・水素・ 思考・判断 ○気体の法則について充分理解し、 ○
二酸化炭素・一酸 その法則に基ずいて計算をする能力
化炭素・アンモニ を身に付ける。
ア・窒素酸化物）

。について理解する
○気体の体積・圧
力・温度の関係を
理解する。 技能・表現 ○化学反応式と気体の法則により的 ◎
○ボイルの法則・ 確に反応の結果を予測できる。
シャルルの法則・
ボイルシャルルの
法則について理解
する。
○気体の状態方程 知識・理解 ○気体の性質をよく理解し、化学反 ○

。式･密度と比重につ 応の結果について的確に判断できる
いて理解する。
○気体の拡散・分
圧･理想気体と実在
気体・気体の液化

。について理解する

１５水と溶液 ○水の化学的性質 関心・意欲 ○溶液の濃度の表し方、溶解度、溶
１ 氷・水・水蒸気 ・態度 液の性質など基本的な事項学び意欲 ○（ ）
～ を理解する。 的に取り組んでいる。
１ ○溶液とその性質
２ を理解する。 思考・判断 ○溶液の濃度の計算、溶解度の計算 ◎

などをよく理解して、的確な判断が



○コロイド溶液の 出来るようにする。
性質を理解する。

技能・表現 ○溶液の濃度の計算、溶解度の計算
を的確に行えるようにする 。 ○。

知識・理解 ○水・溶液の性質、その法則などを
充分理解して応用できるようにする ◎。

。コロイド溶液の特性などを理解する

１６酸と塩基 ○酸と塩基の基本 関心・意欲 ○酸と塩基の基本的な性質を学び意 ○
～ 的な性質について ・態度 欲的に取り組んでいる。
２ 理解させる。

○水素イオン濃度
とｐＨについて理
解させる。 思考・判断 ○酸・塩基の中和反応について理論 ◎
○水のイオン積に 的に的確に判断できるようにする。

。ついて理解させる
○ｐＨの意味を理
解させる。
○ｐＨ指示薬の変 技能・表現 ○酸・塩基の性質 と関連から中和滴 ○
色範囲について理 定によって濃度計算ができるように
解させる。 する。
○中和反応につい
て理解させる。
○塩の種類につい
て理解させる。 知識・理解 ○酸・塩基の中和反応について充分 ◎
○塩の加水分解に 理論的な知識を学び、中和滴定実習
ついて理解させる とが結びついて理解できるようにす。
○酸性酸化物と塩 る。
基性酸化物につい
て理解させる。
○中和滴定につい
て理解させる。

２７食塩とアル ○海水と製塩につ 関心・意欲 ○食塩（塩化ナトリウム）の成分で
～カリ金属、ハ いて理解させる。 ・態度 あるナトリウムと、それに関連する ○
３ロゲン ○アルカリ金属の アルカリ金属の化合物の性質を理解

性質について理解 させ、同様に塩素と、それに関連す
させる。 るハロゲンとその化合物を理解する
○ナトリウムとそ 関心と意欲を持たせる。
の化合物（塩化ナ
トリウム・水酸化 思考・判断 ○アルカリ金属の化合物やハロゲン
ナトリウム・炭酸 とその化合物の性質から、それらの ◎
ナトリウム・炭酸 化学反応について的確に判断できる
水素ナトリウム） ようにする。
について理解させ
る。 技能・表現 ○食塩を始め日常生活に利用されて

９ ○ハロゲンの性質 いるナトリウムや塩素の化合物につ ○
について理解させ いては、その激しい反応性から危険
る。 性や毒性があるので充分注意する。
○海水の利用（ソ
ーダ工業）につい 知識・理解 ○アルカリ金属の化合物やハロゲン
て理解させる。 の化合物は、その性質から、いろい ◎

ろ使用されているので日常生活にお
いて、その知識を生かしてほしい。

４８元素の性質 ○元素の分類と周 関心・意欲 ○周期表や化学結合の概念をしっか
～と化学結合 期表について理解 ・態度 り把握させ、周期表に基づいて各元 ○
６ させる。 素を分類して学ばせて、周期表の主

○化学結合につい 要な部分を暗記させるなど、化学工
て理解させる。 業との関連について意欲的に取り組
○典型元素と周期 む態度を持たせる。
表について理解さ
せる。
○１８族元素（希
ガス）の性質・用



途について理解さ 思考・判断 ○周期表から各同族元素の性質をよ
せる。 く理解し、その特徴を比較して各元 ◎
○１族元素の特徴 素群間の類似点や相異点などを原子
について理解させ の電子配置から説明できるようにす
る。 る。
○２族元素とその
化合物について理
解させる。
○１２族元素とそ
の化合物について
理解させる。
○１３族元素とそ 技能・表現 ○周期表を手がかりにして、元素の
の化合物について 原子量 元素のおおまかな電子配置 ○、 、
理解させる。 元素とその化合物の特性を認識した
○１４族元素とそ り、予測したりする。
の化合物について
理解させる。
○１５族元素とそ
の化合物について
理解させる。
○１６族元素とそ
の化合物について 知識・理解 ○周期表から各族の性質・特徴など
理解させる。 をよく理解し、その各族の元素の化 ◎
○１７族元素の性 合物の特性を知り、化学工業との関
質を確認する。 連についてよく理解する。
○第３周期の元素
の性質と酸化物に
ついて理解させる
○遷移元素と周期
表・電子配置につ
いて理解させる。
○遷移元素の特徴
について理解させ
る。
○おもな遷移元素
について理解させ
る。
○生活と元素につ
いて理解させる。

７９化学反応と ○燃焼熱について 関心・意欲 ○燃焼すると熱が発生するという常
～熱・光 理解させる。 ・態度 識的な事実から他の反応熱だけでな ○
９ ○熱化学方程式に く、状態変化では反応熱が上昇しな

ついて理解させる いことがあるなど、各種の反応熱に。
○発熱反応と吸熱 ついて関心を持って学ぶ意欲を持た
反応について理解 せる。
させる。
○生成熱と中和熱 思考・判断 ○化学反応にともなって発生する発
について理解させ 熱反応か吸熱反応かを判断すること ◎
る。 ができる。
○状態変化と熱に

。ついて理解させる
○溶解熱と希釈熱 技能・表現 ○物質１モルが完全燃焼するときの
について理解させ 熱量を測定することができる。 ○
る。
○ヘスの法則につ
いて理解させる。
○結合エネルギに 知識・理解 各種の反応熱を化学反応式に記入
ついて理解させる した熱化学方程式をつくり 「ヘス ◎、
○反応熱の利用に 則」によって反応熱を把握し、反
ついて理解させる 応熱・光の利用ができるようにする
○化学反応と光に
ついて理解させる

１１０酸化と還 ○酸化と還元は化 関心・意欲 ○酸化還元を「電子のやりとり」や
０元 学反応において基 ・態度 「酸化数の増減」で理解し、実生活 ○
～ 本的な事項の一つ における電池・めっき・漂白剤など
１ として理解する。 との関連から意欲を持ってとりくむ
１ ○電子のやりとり ようにする。



と酸化・還元につ 思考・判断 ○身近にある洗浄剤や漂白剤・電池
いて理解させる。 などに注目して的確な判断ができる ◎
○酸化数について ようにする。
理解させる。
○酸化剤と還元剤
について理解する 技能・表現 ○酸化還元反応式をつくり、実習で。
○酸化還元滴定に 行う酸化還元滴定が的確に行えるよ ○
ついて理解する。 うにする。
○電池について、
一次電池・二次電
池など各種電池に 知識・理解 ○酸化還元反応が日常生活や化学工
ついて理解する。 業の中で電池・めっき・漂白剤のほ ◎
○電気分解・電気 か、電気分解・電気精錬などに利用
めっき・電解精錬 され いることをよく理解する。
など、酸化還元反
応との関連につい
て理解する。
○ファラデーの電
気分解の法則をよ
く理解する。
○生活や工業の中
の酸化と還元につ
いて理解する。

１１１反応速度 ○反応速度、反応 関心・意欲 ○反応の速さは、化学工業において
２と化学平衡 速度と温度・触媒 ・態度 は重要な意味をもつので反応の速さ ○

、 、～ の関係について理 がどんな条件に左右されるか また
１ 解する。 時間的にどのようにかわるかなどを

○可逆反応と化学 理解する。
平衡について理解 思考・判断 ○化学反応が反応速度や化学平衡の
する。 理論でどうなるか、について的確に ◎
○化学平衡の移動 判断できるようにする。
について「ルシャ
トリエの原理」で 技能・表現 ○化学平衡の移動についての「ルシ
温度による移動、 ャトリエの原理」や平衡定数の「質 ○
圧力による移動に 量作用の法則」によって化学反応の
ついて理解する。 変化を的確に予測できる。
○平衡定数から 質「
量作用の法則」に 知識・理解 ○反応速度・化学平衡の理論による
よって濃度の変化 化学技術者として化学工業について ◎
による平衡移動を 充分理解する。
理解する。
○電離平衡による
化学平衡について
理解する。
○反応速度・化学
平衡の理論と化学
工業について理解
する。

２１２放射性物 ○原子核とエネル 関心・意欲 ○将来、なんらかの形で放射性物質
～質と原子核エ ギーについて理解 ・態度 や原子核エネルギーに係わることも ○
３ネルギー する。 考えられるので、基礎知識を理解す

○原子核の安定性 る。
について理解する 思考・判断 ○原子核の結合エネルギーや放射線。
○自然界の放射線 の種類、原子核崩壊の様子を知り、 ◎
について理解する 化学者としての取り組み方を知る。。
○放射線の種類に
ついて理解する。 技能・表現 必要に応じて放射線の測定・利用・
○原子核の崩壊と 防護などについて知る。 ○
核反応式について
理解する。
○崩壊系列につい 知識・理解 ○放射性物質や原子核エネルギーに
て理解する。 ついての基礎知識を理解し、今後の ◎
○放射性核種の半 学習に役立てる。
減期について理解
する。
○人工放射性核種

。について理解する



工業化学Ⅱ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ２年化学デザイ 工業化学Ⅱ（実教出版） 環境化学コース教員
ン科環境化学コ

ース

教科・科目の目標

化学物質の特性やそれらの相互関係及び化学の基本概念や原理・放送など、工業化学に関する
基本的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力を育てる。有機化学・高分子化学の基礎分

、 。野にはじまり それらを発展させた素材や化学工業分野に関する知識と技術の習得を目的とする

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 ○化学変化や反応につ ○工業化学に関する様 ○化学変化の様子を図 ○工業化学に関する様
準 いて関心を持ち、疑問 々な現象を原理・法則 や化学反応式で表した 々な原理・法則を理解
に感じたことには意欲 等から理論的に考えた り、数式により導いて し、実際に活用できる
的に調べたり、考えた り、実験から得られた いくことができる。 知識として身につけて
りする態度が身につい データから判断するこ ○工業化学に関する基 いる。
ている。 とができる。 礎的・基本的な技術を ○工業化学に関する基
○工業化学に関する諸 ○工業化学に関する諸 身に付け、安全や環境 礎的・基本的な知識を
問題について関心を持 問題の適切な解決を目 に配慮し、実際の仕事 身に付け、工業の発展
ち その改善・向上を 指して広い視野から自 を合理的に計画し、適 と環境との調和の取れ、 、
目指して意欲的に取り ら考え、基礎的・基本 切に処理するととも た在り方や現代社会に
組むとともに 創造的 的な知識と技術を活用 に、その成果を的確に おける工業の意義や役、 、
実践的な態度を身に付 して適切に判断し、創 表現する。 割を理解している。
けている。 意工夫する能力を身に

付けている。

評 出席状況 学習態度 学習態度 学習態度
価 学習態度 プリントの記述内容 プリントの提出と記述 プリントの記述内容
方 プリントの提出と記述 授業中の発問に対する 内容 授業中の発問に対する
法 内容 応答 定期試験 応答
授業中の発問に対する 定期試験 定期試験
応答

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、梁のスタディーモデル等を活用するなど
【評価規準を念頭に置いた指 の工夫をして学ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

原油の石油製 ○石油には多くの有 関心・意欲 ○石油と石油製品について関心を持
品 機化合物 炭化水素 ・態度 ち、意欲的に取り組んでいる。 ◎（ ）

が含まれており、エ ○原油の採取方法について関心を持
４ ネルギー源としてだ ち、意欲的に取り組んでいる。

けではなく化学工業
原料としても広く活 思考・判断 ○石油がどのような状態で地中に貯蔵
用されていることを されているか、またどのような方法で
理解する。 採取されているか考えることができ ◎

る。
○有機化学の基礎で
ある炭化水素につい 技能・表現 ○世界地図を利用し、原油産出地の分



てまずふれ、さらに 布の状態を調べ、産出地別の石油組成 ○
その誘導体である有 を発表することができる。
機化合物について理
解する。 知識・理解 ○原油や石油製品の基礎的・基本的な

知識を身につけ、理解している。 ○

有機化合物の ○環式炭化水素の仲 関心・意欲 ○有機化合物について関心を持ち、意 ○
５ 基礎 間であるベンゼンを ・態度 欲的に取り組んでいる。
～ 出発原料とする様々
９ な有機化合物につい 思考・判断 ○有機化合物と無機化合物の違いを判 ◎

てその合成方法だけ 断することができる。
でなくその用途や性
質について理解す 技能・表現 ○分子モデルを利用して、それぞれの ◎
る。 構造を表現することができる。

知識・理解 ○基本的な有機化合物の構造を理解
し、分類ができる。
○有機化合物の体系を炭素骨格と官能 ○
基の組み合わせとして理解できる。

石油の精製 ○石油の精製のプロ 関心・意欲 ○石油の精製について関心を持ち、意 ○10
セスに中心をおき、 ・態度 欲的に取り組んでいる。
各石油製品の歴史的
な需要関係と各種の 思考・判断 ○蒸圧蒸留と減圧蒸留の違いを判断す ◎
有用な石油製品の製 ることができる。
法について理解す
る。 技能・表現 ○石油製品の分離ができ、それぞれ説

明することができる。 ○

知識・理解 ○石油製品の脱硫について、地球環境
の観点からも大切であることを理解さ ◎
せる。

石油化学工業 ○石油化学工業が、 関心・意欲 ○石油化学工業について関心を持ち、11
石炭化学工業にかわ ・態度 意欲的に取り組んでいる。 ◎
って化学工業の中心
として発達し、我々 思考・判断 ○現在の石油化学工業の技術を学びな
の日常生活にも深く がら、それから生まれた社会的背景や
関連した化学製品や 経済とのかかわり合いを考えることが
その原料を生産して できる。 ○
いる重要な産業であ
り、今日の社会・産 技能・表現 ○オレフィンガス・ＢＢ留分・水素・
業構造のなかにあっ ＢＴＸについて、それぞれ説明するこ ◎
て、大切な位置を占 とができる。
めていることを理解
する。 知識・理解 ○石油化学工業の内容では、多くの化

学反応式が示されているので、有機化 ○
学の分野の知識を深めることができ
る。

天然ガス・石 ○石炭化学工業が、 関心・意欲 ○天然ガス・石炭の化学工業に関心を12
炭の化学工業 化学工業界で、重要 ・態度 持ち、その習得に向けて意欲的に取り ○

な座を占めた歴史的 組んでいる。
な事実を理解する。

思考・判断 ○高温乾留と低温乾留の違いを判断す
○石炭の主成分につ ることができる。 ◎
いて理解する。

、 、 、技能・表現 ○天然ガス 石炭 Ｃ１化学について
○天然ガスの組成、 それぞれ説明することができる。 ○
天然ガスの利用につ
いて理解する。

知識・理解 ○ 石油資源の有限性の観点から、天
然ガスや石炭資源の有効利用について ◎
理解することができる。

１ セラミックス ○装置や部品には、 関心・意欲 ○セラミックスについて関心を持ち、
～ 材料 その特性を発揮させ ・態度 意欲的に取り組んでいる。 ○
２ るために様々な素材

が用いられているこ 思考・判断 ○ファインセラミックス材料は、高度



とを理解する。 に精製された原料を使用するほか、製
造プロセスにおいても高度な技術を要 ◎

○セラミックス材 するなどの点で、伝統的セラミックス
料、金属材料の２つ の製法とは大きく違うことを判断でき
の素材について性質 る。
や製造方法について
理解する。 技能・表現 ○伝統的セラミックスとファインセラ

ミックスの違いを調べ、発表すること ○
○従来から生産され ができる。
ている材料では、性
質や用途以外にその 知識・理解 ○伝統的なセラミックス材料として、
製造技術を含めて理 ガラス・セメントについて、それらの ◎
解する。 製法・特徴・用途を理解することがで

きる。
○新素材や機能性材
料に関しては、各分

３ 金属材料 野ごとにトピックス 関心・意欲 ○金属材料について関心を持ち、身の
的に取り上げ、実際 ・態度 回りにある製品を挙げることができ、 ○
にどのような場所で 意欲的に取り組んでいる。
使用されているか、
また、従来の材料と 思考・判断 ○合金の用途や性質、さらには、機能
先端材料の違いなど 性合金などの実例を挙げながら、従来
を対比しながら、さ 材料との相違点を考えることができ ◎
らなる理解をさせ る。
る。

技能・表現 ○新素材の特徴や各種の製造方法の概
略をまとめることができる。 ○

知識・理解 ○鉄・銅・アルミニウムに代表される
従来の製錬技術と、歴史的には新しい ◎
ケイ素、チタンの製造方法について理
解することができる。



工業化学Ⅱ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ３年化学デザイ 工業化学Ⅱ（実教出版） 環境化学コース教員
ン科環境化学コ

ース

教科・科目の目標

化学物質の特性やそれらの相互関係及び化学の基本概念や原理・放送など、工業化学に関する
基本的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力を育てる。有機化学・高分子化学の基礎分

、 。野にはじまり それらを発展させた素材や化学工業分野に関する知識と技術の習得を目的とする

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 ○化学変化や反応につ ○工業化学に関する様 ○化学変化の様子を図 ○工業化学に関する様
準 いて関心を持ち、疑問 々な現象を原理・法則 や化学反応式で表した 々な原理・法則を理解
に感じたことには意欲 等から理論的に考えた り、数式により導いて し、実際に活用できる
的に調べたり、考えた り、実験から得られた いくことができる。 知識として身につけて
りする態度が身につい データから判断するこ ○工業化学に関する基 いる。
ている。 とができる。 礎的・基本的な技術を ○工業化学に関する基
○工業化学に関する諸 ○工業化学に関する諸 身に付け、安全や環境 礎的・基本的な知識を
問題について関心を持 問題の適切な解決を目 に配慮し、実際の仕事 身に付け、工業の発展
ち、その改善・向上を 指して広い視野から自 を合理的に計画し、適 と環境との調和の取れ
目指して意欲的に取り ら考え、基礎的・基本 切に処理するととも た在り方や現代社会に
組むとともに 創造的 的な知識と技術を活用 に、その成果を的確に おける工業の意義や役、 、
実践的な態度を身に付 して適切に判断し、創 表現する。 割を理解している。
けている。 意工夫する能力を身に

付けている。

評 出席状況 学習態度 学習態度 学習態度
価 学習態度 プリントの記述内容 プリントの提出と記述 プリントの記述内容
方 プリントの提出と記述 授業中の発問に対する 内容 授業中の発問に対する
法 内容 応答 定期試験 応答
授業中の発問に対する 定期試験 定期試験
応答

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、梁のスタディーモデル等を活用するなど
【評価規準を念頭に置いた指 の工夫をして学ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 高分子材料 ○装置や部品には、 関心・意欲 ○機能性高分子・複合材料について関
～ その特性を発揮させ ・態度 心を持ち 具体例をあげることができ ◎、 、
５ るために様々な素材 意欲的に取り組んでいる。

が用いられているこ
とを理解する。 思考・判断 ○身近にある高分子化合物を列挙さ

せ、物質の性質や分子量の大小で変化
○高分子材料の素材 していくことや、高分子の構造といろ ◎
について性質や製造 いろな材料との関連を考えることがで
方法について理解す きる。
る。

技能・表現 ○合成高分子化合物（プラスチック・



合成繊維・合成ゴム）について、その ○
代表例をあげ、図や表を読み取ること
ができる。

知識・理解 ○分子がいくつも結合した高分子化合
物について その製法や性質を理解し ○、 、
それらが材料としてどのように使われ
ているかが、分かる。

６ 食品と化学 ○食品の成分である 関心・意欲 ○食品と化学について関心を持ち、関 ○
～ ”タンパク質”や” ・態度 連付けて学習し、意欲的に取り組んで
７ 炭水化物”が化学物 いる。

質からできているこ
とを理解する。 思考・判断 ○三大栄養素について化学的な視点で ◎

とらえ、その性質・分析法・化学工業
○食品の最先端のバ との関連を考えることができる。
イオの化学を深く探
求していく際に必要 技能・表現 ○三大栄養素についてまとめることが ◎
な化学変化や製造技 できる。
術について理解す ○食品添加物の役割についてまとめる
る。 ことができる。

○タンパク質・炭水 知識・理解 ○日常の生活の中で接することの多い
化物・油脂の構造と 加工食品の製造にも、食品のもつ化学
性質、化学工業の関 的な特性が利用されていることを知 ○
連について理解す り、食品添加物については、その役割
る。 を理解することができる。

８ 肥料と農薬 ○加工食品と食品添 関心・意欲 ○肥料と農薬について関心を持ち、関 ○
～ 加物、そしてその役 ・態度 連付けて学習し、意欲的に取り組んで
９ 割について理解す いる。

る。
思考・判断 ○配合肥料と化学肥料の違いを判断す ◎

○食品の原料となる ることができる。
農作物の生産にかか
わる肥料・農薬の例 技能・表現 ○化学肥料の例をあげ、説明すること
と、化学的性質につ ができる。 ○
いて理解する。 ○主な農薬の例をあげ、説明すること

ができる。
○発酵・培養・バイ
オリアクターの利用 知識・理解 ○肥料の三要素の植物に対するはたら
方法とその応用につ きを理解することができる。 ◎
いて理解する。

バイオの化学 関心・意欲 ○バイオの化学について関心を持ち、10
～ ○遺伝子組み換え技 ・態度 意欲的に取り組んでいる。 ◎

術や細胞融合などの ○バイオテクノロジーとして、化学工11
新しいバイオテクノ 業に関係の深い発酵技術、大量培養技
ロジーについて理解 術、バイオリアクターについて、関心
する。 をもって学習できる。

○医薬品の種類と化 思考・判断 ○地球環境問題の観点からも、バイオ
学的性質を理解す テクノロジーについて考えることがで ○
る。 きる。

技能・表現 ○石油化学を中心とした従来の化学工
業と比較して、バイオテクノロジーを ◎
応用した工業における微生物や酵素な
どの種類や取り扱い方法、および原料
・反応条件・生成物の特質などについ
て説明することができる。

知識・理解 ○バイオテクノロジーについて理解
し、応用分野の知識も身に付けようと ○
している。

医薬品 関心・意欲 ○医薬品について関心を持ち、意欲的12
～ ・態度 に取り組んでいる。 ○
１

思考・判断 ○予防薬、治療薬、診断薬について思



考を深め、基礎的・基本的な知識を活 ◎
用し、判断することができる。

技能・表現 ○医薬品を三つに分類し、それぞれに
ついて説明することができる。 ○

知識・理解 ○それぞれの基本的事柄を、化学の知
識と新しいバイオテクノロジーの知識 ◎
をもとに学習することができる。



環 境 化 学 Ⅰ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ２年環境化学コ 地球環境化学（実教出版） 環境化学コース教員
ース

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
や役割を理解させるとともに、環境保全に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と
態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 地球環境に強い関心 地球環境の諸問題に 環境問題について資 環境のなりたちか
準 をもち、意欲的に課題 関心を持ち、さまざま 料を収集し、課題を見 ら、そのしくみについ
を追求するとともに、 な課題を総合的、多面 つけ、その結果をプレ て知り、大気・水域・
自ら課題に解決に向け 的にとらえ、個人四の ゼンテーションするこ 土壌・生態系、それぞ
て考える態度が身に付 関連について考え、今 とができる。環境問題 れについて基礎的な知
いている。また、化学 後のあり方について考 の解決に向けて、適当 識を持ち、問題点を理
技術者としてのあり方 察することができる。 な調査・測定・分析方 解している。また、こ、
生き方について考え、 環境問題の発生する原 法、項目について判断 れらの問題点を理解し
自らの行動と地球環境 因・背景と人間の生産 し、実施し、その結果 ている。また、これら
との関連について考え 活動・経済活動との関 を的確に表現できる。 の問題点を分析するた
る態度をもっている 。 連をとらえ、地球環境 めの調査方法に関する。

に対する次代に向けて 基礎知識、環境保全技
の責任を自覚する。 術についての知識を持

ち、地球保全に対する
取り組みを理解してい
る。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 学習状況 授業中の発問に対する
価 応答 応答 ノート・提出課題 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 定期的なプリント 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する解析の仕方 小テスト する解析の仕方
ノート・提出課題 ノート 定期試験 ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、ビデオ等を活用するなどの工夫をして学
【評価規準を念頭に置いた指 ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

地球の誕生 ○大気 海洋の形成 関心・意欲 ○地球の成り立ちについて関心を持、 、
そして生命の発生の ・態度 ち，地球環境の学習を通じて、積極的 ◎
過程で、これらが相 に地球環境問題の解決を考える態度が

４ 互に関連しながら現 身に付いている。身近な環境問題から
在の地球環境をつく 地球規模の環境問題について関心を持
り、維持されている ち、相互の関連についても意欲的に考
ことを理解する。 える態度をもっている。

５ 地球環境問題 近年の地球を取り巻 思考・判断 ○自然の営みを知るとともに、人間の
とは く環境の急激な変化 生産活動、経済活動が地球全体に与え



について知り、どの る影響について考察することができ ◎
ような問題が発生し る。
ているか理解する。
また、環境問題と科 技能・表現 ○相互に複雑に影響を与え合う地球環
学技術の関連につい 境問題についてその諸資料を、さまざ ○
ても考える まなメディアを利用して収集し、課題

を見つけ、表現することができる。

知識・理解 ○原始地球から、現在の地球への変化
が生物との関わりの中で行われ、この ○
関わりが人間活動により問題が生じて
いることを理解している。物質の循環
の意味について理解している。

６ 大気の環境 ○大気の仕組みと、 関心・意欲 ○現在の地球環境は大気・水域・土壌
近年急速に悪化して ・態度 ・生態系が相互に深い関連を持ち成り
いる大気の現状につ 立っているること、またこれらと人間 ○
いて知り具体的な汚 活動との関わりについて関心を持ち、
染物質とその人体へ 問題解決にあたろうとする態度が身に
の影響について学 付いている。
ぶ。
酸性雨の発生、オ 思考・判断 ○大気・水域・土壌・生態系、それぞ
ゾン層の破壊につい れの成り立ちを知り、これに対し、人
て、その原因、その 間の活動がどのように影響を与えてい ◎
影響について理解す るかを考察することができる。
る。
温室効果ガスにつ 技能・表現 ○大気・水域・土壌・生態系、それぞ

８ いて学び、温室効果 れに発生する問題の中から課題を見つ
ガスが増加している け、的確に表現することができる。問
現状を知り、その影 題解決の方向性を示すことができる。 ◎
響について考える。

知識・理解 ○地球環境を構成する、大気・水域・
９ 水の環境 ○水の特性、水環境 土壌・生態系のそれぞれの成り立ちと

の現状について知 問題点を理解している。 ○
り、水質汚濁の現状
と種類、原因につい
て学ぶ。

土壌の環境 ○土壌の形成とその10
役割を知り、生命と
の関連を理解する。
土壌汚染等多くの人
的な影響により、土
壌と生物のつながり
が破壊され、土壌劣
化が進んでいること
を知る。土壌劣化は
砂漠化等、土壌の荒
廃につながることを
認識する。

環境と生態系 ○生態系の仕組み11
と、生態系が物質循
環等、環境保全に果
たす働きについて知
り、その価値を認識
する。
人間の活動が生態
系に与える影響を知
るとともに、生態系
の破壊の現状につい
て認識する。
生物多様性につい
て、その意義を考え
る。

資源と環境 ○資源にはどのよう 関心・意欲 ○日常の生活をお営むうえで必要な資12
なものがあるか学 ・態度 源と、使用後に生じる廃棄物について



ぶ 資源には水資源 関心を持つ。また、これらの自然から ○。 、
農林資源、バイオマ 人為的に取り出された物質が環境に与
ス資等、環境保全と える影響について関心を持つち、問題
関連の強いものがあ 点の解決を探る態度が身についてい
ることを認識する。 る。
エネルギー資源に
ついて、その種類と 思考・判断 ○資源の大量消費・廃棄物の増加、増
それぞれの特徴を理 大する化学物質について、社会や個人
解する。 との関わりに着目して課題を見つけ、 ◎
資源の有限性を認 その背景・原因について多面的に考察
識するとともに資源 し、今後の産業社会・技術のあり方に
の使用による環境へ ついて考えることができる。当面の解
の負荷についても考 決策、また長期的視点に立った考え方
える。 ができる。

１ 廃棄物と環境 ○日本における廃棄 技能・表現 ○資源・廃棄物・有害物質について、
物の分類と現状につ 資料・情報を収集し、相互の関連問題 ○
いて知り、廃棄物の 点を整理して課題を見つけ、的確に表
一般的な処理方法に 現することができる。また、課題の解
ついてしる。 決についての考え方を述べることがで
廃棄物処理の越境 きる。

２ 移動や不法投棄が起
こる原因について考 知識・理解 ○地球上の資源について、またわが国
える。 における廃棄物の現状と問題点につい ◎

て理解している。また、資源利用・廃
物質と環境 ○化学技術の進歩に 棄物により発生する人工化学物質の環

よりつくられた人工 境・人体への影響について理解してい
３ 化学物質が、環境に る。

与える影響について
知る。おくに化学物
質の特性について知
る。とくに化学物質
による特性による拡
散のしかた。環境に
与える影響の差等に
ついて知る。
急性毒性、内分泌
いつ攪乱物質等の物
質が人体に与える影
響、作用について学
ぶ。



選 択 環 境 化 学

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ２年環境化学コ 地球環境化学（実教出版） 環境化学コース教員
ース

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
や役割を理解させるとともに、環境保全に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と
態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 地球環境に強い関心 地球環境の諸問題に 環境問題について資 環境のなりたちか
準 をもち、意欲的に課題 関心を持ち、さまざま 料を収集し、課題を見 ら、そのしくみについ
を追求するとともに、 な課題を総合的、多面 つけ、その結果をプレ て知り、大気・水域・
自ら課題に解決に向け 的にとらえ、個人四の ゼンテーションするこ 土壌・生態系、それぞ
て考える態度が身に付 関連について考え、今 とができる。環境問題 れについて基礎的な知
いている。また、化学 後のあり方について考 の解決に向けて、適当 識を持ち、問題点を理
技術者としてのあり方 察することができる。 な調査・測定・分析方 解している。また、こ、
生き方について考え、 環境問題の発生する原 法、項目について判断 れらの問題点を理解し
自らの行動と地球環境 因・背景と人間の生産 し、実施し、その結果 ている。また、これら
との関連について考え 活動・経済活動との関 を的確に表現できる。 の問題点を分析するた
る態度をもっている 。 連をとらえ、地球環境 めの調査方法に関する。

に対する次代に向けて 基礎知識、環境保全技
の責任を自覚する。 術についての知識を持

ち、地球保全に対する
取り組みを理解してい
る。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 学習状況 授業中の発問に対する
価 応答 応答 ノート・提出課題 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 定期的なプリント 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する解析の仕方 小テスト する解析の仕方
ノート・提出課題 ノート 定期試験 ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、ビデオ等を活用するなどの工夫をして学
【評価規準を念頭に置いた指 ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 大気の汚染 ○大気環境，地球規 関心・意欲 ○大気環境ついて興味･関心をもって
模での環境破壊、オ ・態度 取り組もうとする態度が身についてい ◎
ゾン捜の破壊、酸性 る。大気汚染状況の現実を認識する。
雨 光化学大気汚染 実習等の他科目との関連を見出せる。、 、
地域的規模の酸性
雨，ＮＯＸ ＳＯＸ 思考・判断 ○大気環境の調査項目，調査の方法，、

汚染について知る。 各種分析方法について、適切な分析方
５ 自分達に生活圏での 法について判断できる。また、調査･ ◎

汚染状況を調べる。 比較し、結果を適切に考慮し、状況判
断できる。



○大気汚染物質の環
境基準を知り、その 技能・表現 ○環境調査を実施する技能を持ち、調
採取方法 測定機器 査結果を適切に表現できる。環境調査 ○， 、

６ 測定方法について学 についての情報を的確に整理し、表現
ぶ。 できる。

知識・理解 ○環境調査に関する基本的な知識を身
につけ，原理を知り、その意義を理解 ○
している。調査･測定結果について適
切な評価ができる。

水質環境 ○海洋の汚染、河川 関心・意欲 ○水環境が生態系に果たす役割に興味
７ ・湖沼の汚濁、地下 ・態度 ・関心を持ち、その重要さに気づき、

水の汚染の現状を知 水汚染についての学習態度ができる。
り、その対策につい
て考える。 思考・判断 ○水環境の成り立ち，生態系にに果た
資源としての水。 す役割を知り、水質の汚染が生態系に
生活用水，飲料水に どのようなあ影響を与えるか考察する
どんな水が使われて ことができる。
いるか、現状を把握
する。 技能・表現 ○水環境に発生している問題の中から
水の浄化について 課題を見つけ・的確に表現ができる。
の知識を身につけ 問題の解決の方向性を見出すことがで
る。 きる。

○水質の測定項目に 知識・理解 地球環境を形成する水環境の生態系に
ついて知り，資料の 対する問題点を理解してる。
採取方法保存方法，
測定方法について学
ぶ。

８ 森林・熱帯林 ○森林の果たす役 関心・意欲 ○森林い資源の果たす役割に関心を持
割、世界の森林の現 ・態度 ち，生態系にとって森林の重要性に関
状、環境破壊、酸性 心を寄せる。環境保全に取り組む態度 ○
雨・温暖化・その他 が身についている。
による森林破壊の実
態。森林破壊による 思考・判断 ○森林の現象の原因を突き止め、森林
影響について知る。 保護の技術を知り，保全の必要な適切
森林は絵画他の環 な対策について考え，判断できる。 ◎
ることの理解。

９ 環境破壊がボーダ 技能・表現 ○さまざまな森林破壊取られている環
ーレスであることの 境保全対策について，資料を収集・調

、 ，認識。 査し ここの対策の工夫されている点
解決されるべき問題点について把握 ◎
し、表現することができる。

知識・理解 ○森林破壊に対して各国がどんな方法10
で解決を目指しているか知ると同時
に，先進国が果たす役割を理解する。 ○

廃棄物の問題 ○廃棄物にはどんな 関心・意欲 廃棄物の抱える問題点に関心を持ち、
ものがあるか。有害 ・態度 その生態系に与える影響、それを解決
廃棄物の越境移動、 するための取り組む態度。
最終処分ができてい
ない放射性廃棄物に 思考・判断 自分達が毎日排出しているゴミがどの
ついてどう考える ように処理されているか問題点は何か11
か。 を認識し、その解決策を考えることが
身近の問題とし できる。

て、家庭からのゴミ
問題。減量化して焼 技能・表現 先進国ドイツの環境政策を学び、我国
却した場合発生する のゴミ行政についてどうしたら良いか
ダイオキシンの問 表現できる。
題。ゴミ問題を考え
る 知識・理解 廃棄物の処理方法・技術について理解

している

土壌の汚染 ○水，空気にと共に 関心・意欲 ○再生資源としての食糧を提供する土12
生命を育む土壌の生 ・態度 壌への関心を持ち、土壌汚染の解決に
態系に果たす役割を 当たる態度を身につける。 ○



理解し、その汚染、
物質について学ぶ。
劣化，塩性化につ 思考・判断 ○生態系に寄与する土壌の働き、人間
いて学び、持続可能 がその恩恵にあずかっている面、人間
の農法は何かを学 の活動が土壌に与えている影響につい ◎
ぶ。 て考察できる。

技能・表現 ○土壌汚染は、最終的には客土といっ
た大変な事業にまで発展する現実を的 ○
確に捉えて、さまざまな方法での解決

１ 策を表現できる。また問題解決の方向
性を示すことができる。

知識・理解 ○生態系における土壌の問題点を理解
している。 ◎



環 境 化 学 Ⅱ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ３年環境化学コ 地球環境化学（実教出版） 教諭 高取 堅二
ース

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
や役割を理解させるとともに、環境保全に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と
態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 地球環境に強い関心 地球環境の諸問題に 環境問題について資 環境のなりたちか
準 をもち、意欲的に課題 関心を持ち、さまざま 料を収集し、課題を見 ら、そのしくみについ
を追求するとともに、 な課題を総合的、多面 つけ、その結果をプレ て知り、大気・水域・
自ら課題に解決に向け 的にとらえ、個人四の ゼンテーションするこ 土壌・生態系、それぞ
て考える態度が身に付 関連について考え、今 とができる。環境問題 れについて基礎的な知
いている。また、化学 後のあり方について考 の解決に向けて、適当 識を持ち、問題点を理
技術者としてのあり方 察することができる。 な調査・測定・分析方 解している。また、こ、
生き方について考え、 環境問題の発生する原 法、項目について判断 れらの問題点を理解し
自らの行動と地球環境 因・背景と人間の生産 し、実施し、その結果 ている。また、これら
との関連について考え 活動・経済活動との関 を的確に表現できる。 の問題点を分析するた
る態度をもっている 。 連をとらえ、地球環境 めの調査方法に関する。

に対する次代に向けて 基礎知識、環境保全技
の責任を自覚する。 術についての知識を持

ち、地球保全に対する
取り組みを理解してい
る。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 学習状況 授業中の発問に対する
価 応答 応答 ノート・提出課題 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 定期的なプリント 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する解析の仕方 小テスト する解析の仕方
ノート・提出課題 ノート 定期試験 ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、ビデオ等を活用するなどの工夫をして学
【評価規準を念頭に置いた指 ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習課題を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 調査の目的と ○環境問題を認識す 関心・意欲 ○環境調査･測定･分析について、興味
方法 るための調査につい ・態度 ･関心をもって取り組もうとする態度 ◎

て、その目的，方法 が身についている。ここの測定原理に
等、基本的な分析機 関心を持ち，実習等の他科目との関連
器の測定原理等の基 を見出せる。
礎知識を学ぶ。

思考・判断 ○環境の調査項目，調査の方法，各種
５ 大気の測定 ○大気汚染物質の環 分析方法について比較し、適切な分析

境基準を知り、その 方法について判断できる また 分析 ◎。 、 、
採取方法 測定機器 調査結果を適切に考慮し、状況判断で， 、



測定方法について学 きる。
ぶ。

技能・表現 ○環境調査を実施する技能を持ち、調
６ 水質の測定 ○水質の測定項目に 査結果を適切に表現できる。環境調査 ○

ついて知り，資料の についての情報を的確に整理し、表現
採取方法保存方法， できる。
測定方法について学
ぶ。 知識・理解 ○環境調査に関する基本的な知識を身
ＢＯＤ等，測定項 につけ，原理を知り、その意義を理解 ○
目の数値の意味を知 している。調査･測定結果について適

７ り、系酸方法を理解 切な評価ができる。
する。

８ 生産技術と環 ○環境を保全するた 関心・意欲 ○省資源に取り組み，環境汚染の防除
境保全 めの生産技術の改善 ・態度 の取り組みに関心を持ち，自ら取り組

に必要性を認識し、 む態度が身についている。廃棄物の有 ○
その方法について知 効利用に関心をもち、自ら実践する態
る。 度を持つ。
ゼロミッション，
ライフサイクルアセ 思考・判断 ○環境保全に関する基本的な技術･原
スメントの意味、意 理を知り，保全の必要な状況に際し、
義を理解する。 適切な対策について考え 判断できる ◎， 。

廃棄物の処理･再利用についても適切
９ ばい煙および ○大気汚染物質の防 な判断ができる。
排ガスの改善 除技術について，燃
と処理 料の改善，燃焼技術 技能・表現 ○さまざまな産業分野で実際に取られ

の改善について学 ている環境保全対策について，資料を
ぶ。 収集・ちょうさし、ここの対策の工夫

されている点，解決されるべき問題点 ◎
廃水の処理 ○排水の物理的処 については博し、表現することができ10

理，化学的処理、生 る。
物的処理について学
ぶ。 知識・理解 ○省資源を考えた生産技術とその意義
排水中の有害物質 を理解している。汚染物質の除去，排
の処理、汚泥処理の 出防止技術、廃棄物の処理，有効利用 ○
原理，方法について について理解している。
学ぶ。

廃棄物の処理 ○廃棄物の処理方法11
と有効利用 について、具体的な

例について学ぶ。廃
棄物の処理と有効利
用についても理解を
深める。
リサイクルに関し
ては身近な物質につ
いての例から関心関
心を深める。

環境問題への ○環境問題に関する 関心・意欲 ○過去に発生した環境問題 ，また今12 ，
取り組み 取り組みは地球規模 ・態度 後発生が予想される問題について関心

での取り組みが必要 を持ち、主体的に解決策を探る態度を ○
であることを理解 持つ。
し、国際的な取り組
みの経過について学 思考・判断 ○さまざまな環境問題に対し、どのよ
ぶ。 うな対策がとられてきたかを知り、実
国内においては 際にどのような効果があり、問題点は ◎，、
発生した環境問題を 何かを考察する。また，今後発生する
知り、これに対して 問題に対して必要な対策について考え
どのような対策がと る。
られてきたかを学
ぶ。 技能・表現 ○さまざまな環境問題や，これらに対

１ する対策がどのようにとられてきたか ○
これからの環 ○現在，国内でとら について資料を収集する。更に，現実
境への取り組 れている環境問題へ に発生する環境問題に対しても、課題
み の取り組みについて を設定し、その解決に向けて方向性を

学ぶ。 示すことができる。
２ 環境マネジメン

ト，環境アセスメン 知識・理解 ○過去に発生した環境問題について知



ト，ＰＲＴＲ制度に り環境問題への取り組み，条約・法律 ◎
ついて知り、その意 について理解する。生産活動や生活の
義を理解する。 中での環境改善技術について理解を深

める。
３ 生活技術の改 ○環境問題に取り組
善 むための生活技術に

、 。ついて知り 考える
環境家計簿，グリ
ーン購入について知
る。



工業材料Ⅰ（必修）

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ３年Ｋコース 工業材料（東京電機大学出版局） 環境化学コース教員

教科・科目の目標

工業材料に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。具体
的には、構造用材料、機能性材料などの各種の工業材料の性質と改善、効果的な利用方法や工業
材料に与える環境の影響などの工業材料に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用す
る能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 材料の各産業におけ 各種材料を構成して 各種工業材料の持つ 各種工業材料の性
準 る重要性について興味 いる元素や結晶構造、 性質、結晶と構造、組 質、結晶と構造、組織
・関心を持ち、各種材 それに関連して現れる 織の基礎に関する知識 の基礎に関する知識が
料の化学・物理的特性 材料の特性について思 が自分の表現で説明で 身につき、各種工業材
の理解に向けて意欲的 考することができる。 きる。 料の特性と用途につい
に取り組んでいる。 て理解している。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する
価 応答 応答 応答 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 学習状況 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する取り組み ノート・提出課題 する取り組み
ノート・提出課題 ノート 定期的なプリント ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 口頭試問 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験 定期試験

、 。到達目標に向けての具体的な ○各種メディアを活用し 先端技術と関連させながら理解をさせる
取組 ○理解しにくい内容では、できるだけ身近な具体例をあげるなど工

夫をこらし、学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○問題演習を積極的に取り入れ、自ら考える機会を与える。
導上の留意点】 ○授業内容が家庭での学習に継続できるよう適宜課題を与え、家庭

学習の習慣を身けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒については、計画的に補習を実施し、学力の
確実な定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

工業材料の開 ○工業材料の発達が 関心・意欲 ○工業材料が発達してきた背景やその
発の歴史 生活文化及び工業の ・態度 重要性について意欲や関心を示し、学 ◎

発展に大きな影響を 習活動に意欲的に取り組んでいる。
４ 与えてきたことにつ

いて理解する。 思考・判断 ○工業材料が段階を経て発達してきた
理由について、各地域の生活文化と関
連づけながら思考することができる。 ◎

○工業材料の分類と
その特徴について理
解する。 技能・表現 ○工業材料の変遷について人間の生活

文化と関連づけながら説明できる。工 ○
業材料のおおまかな分類ができる。

○工業材料の歴史的
発達について理解 知識・理解 ○工業材料の分類とその特徴について
し、工業材料の開発 理解している。工業材料が工業の発展 ○
が生活文化及び工業 に大きな影響を与えてきたことについ
の発展に大きな影響 て理解している。
を与えてきたことに
ついて理解する。



工業材料の性 ○工業材料を構成す 関心・意欲 ○工業材料を構成する物質がどのよう
質 る物質の原子や分 ・態度 な原子や分子で構成されているのか興

子、金属結合・イオ 味や関心を持ち、意欲的に学習活動に ◎
５ ・原子の構造 ン結合・共有結合等 参加している。
・ と周期表 の化学結合が、金属
６ ・セラミックス・プ 思考・判断 ○工業材料を構成している原子や分子
・化学結合 ラスチックなどの性 ・化学結合が材料の物理的・化学的性

質と相互に関連して 質と相互に関連していることを思考す ◎
・結晶構造 いる事について理解 ることができる。

する。
・物理的性質 技能・表現 ○各種の化学結合と代表的な物質例、

セラミックスの結晶構造と代表的な物 ○
・化学的性質 質例をあげることができる。

知識・理解 ○原子の構造と周期表、化学結合、結
晶構造、セラミックスの持つ各種物理
的・化学的性質について理解してい ○
る。

７ 工業材料の性 ○ 金属、セラミッ 関心・意欲 ○状態図の読み方や材料が温度によっ
～ 質 クス、高分子の結晶 ・態度 て結晶構造を変えることに興味や関心 ◎
９ 構造について理解す をもち、意欲的な態度で授業に参加し
・状態図と結 る。 ている。
晶組織

○金属の状態図と結 思考・判断 ○材料の構造変化によって材料の組織
晶組織の関係につい や性質がどのように影響されるのか思
て理解する。 考することができる。 ◎

・
○凝固と変態、変態
の測定について理解 技能・表現 ○二元合金の平衡状態図を読むことが
する。 でき、金属の変態について説明するこ ○

とができる。
○結晶構造や材料の
組織が材料の性質に 知識・理解 ○状態図の読み方（固溶体、共晶、金
与える影響及び材料 属間化合物 共析変態 凝固の順序 ○、 ）、 、
の変形や流動が材料 結晶粒の大きさ、金属の変態について
の性質に与える影響 理解している。
について理解する。

工業材料の性 ○金属の弾性変形と 関心・意欲 ○金属やセラミックスの機械的性質、10
～ 質 組成変形について理 ・態度 それらの性質を利用して各種製品がで

解する。 きていることに興味・関心を持ち、学 ◎12
・機械的性質 習に意欲的に参加している。
と加工 ○工業材料の機械的

性質（強さ、硬さ、 思考・判断 ○金属やセラミックスの変形が生じる
延性、じん性）につ 理由について、原子・分子レベルで思
いて理解する。 考することができる。

○
○各種材料の機械的
性質を理解する。

技能・表現 ○金属やセラミックスの変形や機械的
○金属材料やセラミ 性質、それらの加工法について説明す
ックス材料の成形・ ることができる。
加工について理解す ◎
る。

知識・理解 ○金属やセラミックスの変形が生じる
理由、各種の機械的性質、加工法につ
いて基礎的な内容を理解し、修得して
いる。 ○



１ 材料の試験と ○機械的性質の各種 関心・意欲 材料が持つ機械的性質やその試験方法
～ 検査 試験法を理解する。 ・態度 ・測定原理に興味や関心を示し、学習
３ ○機械的性質 に意欲的に参加している。 ◎
の試験
・引張試験 ○各種顕微鏡を使用
・硬さ試験 した材料組織の観察 思考・判断 ○材料の機械的性質が結晶構造や工業
・衝撃試験 法について理解す 製品の活用に深く関わっていることが
・曲げ試験 る。 思考できる。 ○
・疲れ試験
・クリープ試 ○ その他の検査法 技能・表現 ○材料の機械的性質の試験法や組織の
験 について理解する。 観察法を理解し、これらの作業ができ ○
○組織観察 る。
・金属顕微鏡
・高温顕微鏡 知識・理解 ○機械的性質の種類、測定方法、測定
・電子顕微鏡 原理、組織の観察方法について基礎的 ◎
○その他の検 な知識を理解し習得している。
査
・肉眼的検査
・化学的検査
・非破壊検査



工業材料Ⅱ（選択）

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ３年Ｋコース 工業材料（東京電機大学出版局） 環境化学コース教員

教科・科目の目標

工業材料に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。具体
的には、構造用材料、機能性材料などの各種の工業材料の性質と改善、効果的な利用方法や工業
材料に与える環境の影響などの工業材料に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用す
る能力と態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 材料の各産業におけ 各種材料を構成して 各種工業材料の持つ 各種工業材料の性
準 る重要性について興味 いる元素や結晶構造、 性質、結晶と構造、組 質、結晶と構造、組織
・関心を持ち、各種材 それに関連して現れる 織の基礎に関する知識 の基礎に関する知識が
料の化学・物理的特性 材料の特性について思 が自分の表現で説明で 身につき、各種工業材
の理解に向けて意欲的 考することができる。 きる。 料の特性と用途につい
に取り組んでいる。 て理解している。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する
価 応答 応答 応答 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 学習状況 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する取り組み ノート・提出課題 する取り組み
ノート・提出課題 ノート 定期的なプリント ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 口頭試問 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験 定期試験

、 。到達目標に向けての具体的な ○各種メディアを活用し 先端技術と関連させながら理解をさせる
取組 ○理解しにくい内容では、できるだけ身近な具体例をあげるなど工

夫をこらし、学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○問題演習を積極的に取り入れ、自ら考える機会を与える。
導上の留意点】 ○授業内容が家庭での学習に継続できるよう適宜課題を与え、家庭

学習の習慣を身けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒については、計画的に補習を実施し、学力の
確実な定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

構造用材料 ○鉄鋼材料が分類で 関心・意欲 ○身近な材料である鉄鋼に興味や関心
・炭素鋼 き、各種鉄鋼材料の ・態度 を示し 意欲的に授業に参加している ◎、 。

性質を理解する。
４

思考・判断 ○鉄鋼材料が日常生活のどのような場
○鉄鋼材料の機械的 面で活用されているか具体的に思考
性質や熱処理、表面 し、例をあげることができる。 ◎
処理について理解す
る。

技能・表現 ○鉄鋼材料の分類ができ、熱処理や表
面処理の方法と、それによる性質の変 ○

○各種鉄鋼材料の用 化が説明できる。
途について理解す

、 、 、る。 知識・理解 ○鉄鋼材料の分類 熱処理 表面処理
用途を理解し、習得している。 ○



構造用材料 ○各種合金鋼（アル 関心・意欲 ○鉄以外の金属材料にどのようなもの
ミニウム、マグネシ ・態度 があるか興味・関心を示し、学習に意 ◎

・合金鋼 ウム、チタン、銅の 欲的に参加している。
５ 合金）について、組
・ ・非鉄金属と 成・性質・用途を理 思考・判断 ○アルミニウム、マグネシウム、チタ
６ その合金 解する。 ンなどの合金の用途がなぜ増えている

のか思考することができる。 ◎
○各種合金鋼の利用
例について理解す
る。 技能・表現 ○アルミニウム、マグネシウム、チタ

ンなどの軽金属の特徴やそれらの合金 ○
が持つ特徴や性質を説明できる。

知識・理解 ○各種合金鋼の組成、性質、用途につ
いて基礎的な知識を習得し理解してい ○
る。

７ 機能材料 ○ 材料の持つ電気 関心・意欲 ○電気磁気特性持つ材料に興味や関心 ◎、
、 。～ ・材料の機能 磁気的性質について ・態度 を示し 学習に意欲的に参加している

９ について 理解する。
・導電材料 思考・判断 ○電気磁気特性が現れる理由につい
・半導体材料 ○電気磁気材料につ て、構成元素や結晶構造などから思考 ◎
・絶縁材料 いて、これらに求め することができる。
・特殊電気材 られる性質・各材料
料 の性質や応用につい 技能・表現 ○電気磁気特性を持つ材料について、
・磁性材料 て理解する。 目的や用途に応じて材料の選択ができ ○

る。

知識・理解 ○電気磁気特性を持った各種材料の組
成、性質、用途等の基礎的知識を習得 ○

・ し、理解している。

機能材料 ○電気磁気性質以外 関心・意欲 ○電気磁気性質以外にも優れた性質を10
～ ・光学材料 にどのような性質が ・態度 もった材料があることに興味・関心を ◎
・化学機能材 あるのか理解する。 示し、学習に意欲的に参加している。12
料
・センサー ○種々の性質をもっ 思考・判断 ○光学的特性やその他の特性が現れる
・薄膜材料 た材料について、組 理由について、構成元素や結晶構造な ○
・生体材料 成、性質、用途を理 どから推察し思考することができる。

解する。
技能・表現 ○光学的特性やその他の特性を持つ材

○材料と日常生活の 料の性質を理解し、目的や用途に応じ ◎
関わりについて理解 て適切な材料を選択できる。
する。

知識・理解 ○電気磁気的特性以外に材料が持つ種
々の性質を理解し組成や性質、用途に ○
関する基礎的な知識を理解している。

１ 環境と材料 ○工業材料の製造過 関心・意欲 工業材料の製造過程における資源の活
～ ・工業材料と 程における資源の活 ・態度 用や廃棄物管理、リサイクルに興味や ◎
３ 安全性 用、製造時に生じる 関心を持ち、意欲的に学習に参加して
・工業材料の 資源の活用と廃棄物 いる。
リサイクル 管理について理解さ

せる。 思考・判断 ○資源の有効活用、廃棄物の管理、リ
サイクルなど環境に配慮する方法につ ○

○工業材料のリサイ いて思考することができる。
クル方法の基礎的・
基本的な内容につい 技能・表現 ○環境に対して安全な工業材料の製
て理解させる。 造、工業材料の有効利用とリサイクル ○

の基礎的な技術について理解し、実際
に活用できる。

知識・理解 ○資源の活用、廃棄物管理、リサイク
ルに関する基礎的な知識・技術を理解 ◎
している。
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